
は
じ
め
に

三
木
露
風
（
一
八
八
九
～
一
九
六
四
年
）
と
宮
沢
賢
治
（
一
八
九
六
～

一
九
三
三
年
）
は
、
同
時
代
に
生
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
二
人
の
文
学

的
交
流
関
係
や
着
想
の
近
似
性
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
近
時
、
兵
庫
県
た
つ
の
市
霞
城
館
所
蔵
の
「
ノ
ー
ト
２
４
・
日
記

及
び
書
簡
」（
大
正
十
一
年
の
日
記
と
大
正
十
三
年
の
書
簡
）の「
千
九
百
二
十
四

年　

書
簡
」
と
分
類
さ
れ
た
中
に
、
二
人
の
交
流
を
示
す
書
簡
控
え
の
存
在
が

確
認
さ
れ
た
。
露
風
は
、
作
品
の
草
稿
、
題
名
、
寄
稿
先
、
書
簡
の
内
容
や
宛

先
な
ど
を
丁
寧
に
ノ
ー
ト
や
手
帳
に
書
き
留
め
て
い
る
。
賢
治
宛
の
書
簡
控
え

は
、い
わ
ゆ
る「
自
筆
ノ
ー
ト
」の「
ノ
ー
ト
２
４
」と
呼
ば
れ
る
も
の
に
あ
っ
た
。

本
稿
は
、
こ
の
度
発
見
し
た
新
資
料
の
書
簡
控
え
を
基
に
、
露
風
と
賢
治
の

文
学
的
交
流
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
露
風
か
ら
賢
治
へ
の
書
簡

発
見
さ
れ
た
露
風
の
書
簡
控
え
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
献
本
に
対
す
る
礼

状
で
あ
る
。

四
月
廿
五
日

岩
手
県
花
巻
川
口
町

　
　
　
　
　
　

宮
澤
賢
治

御
清
著
「
春
と
修
羅
」
及
び
御
書
面
を
お
／
受
取
致
し
ま
し
た
喜
ん
で

御
受
容
れ
ま
し
ま
す
。

君
が
其
御
序
文
中
に
於
て
自
分
と
い
ふ
者
／
が
現
象
で
電
流
体
の
青
き

照
明
で
あ
る
／
と
観
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
就
て
私
は
善
／
い
賞
讃
を
惜

ま
ぬ
者
で
あ
り
又
屈
折
／
率
、
く
ら
か
け
の
雪
、
日
輪
と
太
市
等
の
／

詩
は
い
づ
れ
も
善
い
詩
情
を
有
つ
て
ゐ
／
る
も
の
と
思
ひ
ま
す
。

右
御
受
迄　

草
々

『
―
心
象
ス
ケ
ッ
チ
―
春
と
修
羅
』
は
、
賢
治
が
初
め
て
刊
行
し
た
作
品
集

で
あ
る
。
実
際
は
自
費
出
版
で
あ
る
が
、
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
四
月

二
十
日
に
東
京
関
根
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
露
風
の
書
簡
の
日
付
は
、
刊
行

か
ら
五
日
後
の
二
十
五
日
で
あ
る
。
と
す
る
と
賢
治
は
、
刊
行
さ
れ
て
す
ぐ
に

『
春
と
修
羅
』
に
書
簡
を
添
え
て
贈
呈
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
や
り
取
り
の

時
間
的
な
短
さ
に
は
、
賢
治
の
初
出
版
に
対
す
る
意
気
込
み
と
、
露
風
の
謹
直
、

誠
実
な
性
格
が
う
か
が
わ
れ
る
。

三
木
露
風
と
宮
沢
賢
治
の
文
学
的
交
流

近
藤
健
史

〔
論
　
　
　
文
〕
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内
容
的
に
は
、
難
解
な
序
文
に
理
解
を
示
し
、
冒
頭
部
の
詩
三
篇
に
つ
い
て

「
善
い
詩
情
」
を
持
っ
て
い
る
と
賞
賛
し
て
、
賢
治
に
感
謝
の
気
持
ち
を
示
し

て
い
る
。

こ
の
頃
の
露
風
は
、
北
海
道
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
プ
ゥ
イ

エ
（
後
帰
化
し
て
岡
田
普
理
衛
）
院
長
の
招
き
で
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
五

月
二
十
七
日
か
ら
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
六
月
ま
で
、
修
道
志
願
者
な

ど
に
文
学
槪
論
や
美
学
槪
論
を
教
え
る
講
師
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
。
修
道
院

で
は
、
午
前
中
は
授
業
に
出
か
け
、
そ
の
他
は
自
然
を
楽
し
む
こ
と
を
悦
び
と

し
、
祈
り
と
読
書
、
思
索
、
執
筆
の
生
活
を
続
け
て
い
た
と
い
う
。
三
年
目
の

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
に
洗
礼
を
受
け
て
か
ら
は
、
時
に
依
頼
を
受
け
て

修
道
院
を
出
て
講
演
を
し
て
い
た
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
に
も
慣
れ
、
新
生

活
で
は
着
任
し
た
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
七
月
か
ら
創
作
活
動
を
始
め
、

詩
集
『
生
と
恋
』『
蘆
間
の
幻
影
』
を
出
版
す
る
。
翌
一
九
二
一
（
大
正
十
）

年
に
は
『
牧
神
詩
集
』
や
童
謡
集
『
真
珠
島
』、
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年

に
は
『
象
徴
詩
集
』『
信
仰
の
曙
』『
青
き
樹
か
げ
』、
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）

年
『
小
学
生
の
歌
』
唱
歌
集
四
巻
と
相
次
い
で
出
版
し
て
い
る
。

賢
治
か
ら
献
本
の
あ
っ
た
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
頃
は
、
露
風
の
苦
難

の
時
期
で
あ
っ
た
。
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
十
二
月
頃
よ
り
一
時
精
神
に

異
常
を
来
し
、
翌
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
に
は
修
道
院
に
お
い
て
納
得
の

い
か
な
い
人
事
が
あ
り
、
つ
い
に
同
年
六
月
三
十
日
に
辞
職
し
上
京
す
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
四
月
末
に
、心
象
の
有
様
を
直
視
し
記
録
し
た「
心
象
ス
ケ
ッ

チ
」
の
副
題
を
持
つ
『
春
と
修
羅
』
が
届
い
た
の
で
あ
る
。

露
風
は
、
こ
の
頃
多
く
の
詩
書
の
寄
贈
を
受
け
て
い
た
。
そ
し
て
全
国
に
実

力
あ
る
詩
人
が
増
加
し
た
こ
と
を
知
っ
て
「
詩
壇
の
隆
盛
」
を
感
じ
、
こ
れ
ま

で
の
詩
壇
の
成
果
と
し
て
喜
ん
で
い
る（

（
（

。

近
来
、
詩
書
の
寄
贈
を
受
け
る
こ
と
が
甚
だ
多
く
、
多
き
は
数
日
連
続

し
て
来
り
、
又
一
日
に
数
冊
を
受
け
取
る
こ
と
が
あ
る
。
斯
様
な
こ
と

は
十
年
、
二
十
年
前
の
詩
壇
に
は
無
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
又
此
頃
の

新
聞
新
刊
紹
介
欄
な
ど
を
見
て
も
、
詩
集
の
批
評
紹
介
は
比
較
的
多
く
、

又
批
評
家
も
そ
れ
を
重
ん
じ
て
紹
介
し
て
ゐ
る
趣
が
見
ら
れ
る
。
大
概

は
自
費
出
版
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
、
詩
が
一
般
的
に
弘
ま
り
、
多
く

の
人
々
が
詩
作
を
す
る
の
を
日
常
茶
飯
の
事
と
考
へ
る
や
う
に
な
つ
た

観
が
あ
る
の
は
愉
快
で
あ
る
。
長
い
詩
壇
の
経
緯
が
、
今
日
の
此
弘
布

時
代
を
生
み
出
し
た
の
で
、
こ
れ
を
思
ふ
と
私
達
の
や
う
に
二
十
五
六

年
前
か
ら
詩
作
し
て
ゐ
る
人
間
に
は
、
劃
期
的
な
感
じ
が
あ
り
、
又
苦

処
し
て
来
た
成
果
が
詩
壇
の
上
に
表
は
れ
た
の
を
悦
ぶ
心
が
切
で
あ
る
。

　

現
在
の
詩
壇
に
は
有
力
な
雑
誌
が
乏
し
い
け
れ
ど
も
、
而
か
も
全
国

に
、
可
成
り
実
力
の
有
る
詩
人
が
斯
く
の
如
く
増
し
た
こ
と
は
詩
壇
の

隆
盛
を
語
る
も
の
だ
。

露
風
は
、
賢
治
か
ら
献
本
さ
れ
た
『
春
と
修
羅
』
に
つ
い
て
も
快
く
読
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
。
書
簡
の
文
面
に
「
詩
」
と
あ
り
、露
風
も
他
の
人
と
同
様
に
『
春

と
修
羅
』
を
詩
集
と
し
て
享
受
し
た
よ
う
で
あ
る
。

二
　『
春
と
修
羅
』
の
行
方

『
春
と
修
羅
』
は
、
奥
付
に
大
正
十
三
年
三
月
廿
五
日
印
刷
、
大
正
十
三
年

四
月
二
十
日
刊
行
、
定
価
貳
円
四
拾
銭
、
著
者
宮
沢
賢
治
、
発
行
者
関
根
喜
太

郎
、
印
刷
者
吉
田
忠
太
郎
、
発
行
所
関
根
書
店
と
あ
る
。
印
刷
者
の
吉
田
忠
太

郎
は
、
盛
岡
山
口
活
版
所
の
工
人
で
あ
り
、
花
巻
停
車
場
通
り
に
あ
る
花
巻
支

店
の
花
巻
大
正
活
版
で
印
刷
さ
れ
た
。
発
行
所
は
、
東
京
京
橋
区
の
関
根
書
店
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と
あ
る
が
、
実
際
は
多
く
の
無
名
詩
人
と
同
様
に
自
費
出
版
で
あ
る
。

発
行
者
の
関
根
喜
太
郎
は
、「
ケ
チ
ネ
」
と
あ
だ
名
が
つ
く
ほ
ど
の
ケ
チ
ン

ボ
ウ
だ
っ
た
と
い
う
。
彼
に
関
し
て
、
生
前
の
賢
治
と
深
い
親
交
が
あ
っ
た
盛

岡
出
身
の
作
家
森
壮
巳
池
は
、
の
ち
に
十
字
屋
書
店
版
宮
沢
賢
治
全
集
を
刊
行

し
た
酒
井
嘉
七
か
ら
聞
い
た
話
を
伝
え
て
い
る（

（
（

。

『
春
と
修
羅
』
を
発
行
し
た
関
根
喜
太
郎
サ
ン
は
、
神
田
の
書
店
組
合

長
だ
っ
た
が
、
ひ
ど
い
ケ
チ
ン
ボ
ウ
で
「
ケ
チ
ネ
」
と
仇
名
（
あ
だ

な
）
が
あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
た
。「
な
ぜ
関
根
に
宮
沢
サ
ン
が
頼
ん
だ

の
で
ー
」
と
聞
く
と
、「
組
合
長
だ
か
ら
で
は
な
い
ん
で
す
か
」
と
答

え
た
。「
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
宮
沢
童
話
そ
っ
く
り
で
す
ネ
」
と
私

が
言
う
と
、「
さ
あ
組
合
長
も
、
売
れ
る
本
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
が
、
委
託
販
売
と
い
う
こ
と
で
、
何
冊
か
販
売
を
依
頼
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
ネ
」
と
、
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
ケ
チ
ネ
」
は
、
単
な
る
ケ
チ
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
本
名
は
、
関

根
喜
太
郎
、
別
名
関
根
康
喜
、
荒
川
畔
村
で
あ
る
。
関
根
康
喜
の
名
で
は
、

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
代
に
経
営
す
る
出
版
社
の
成
史
書
院
か
ら
『
屑
の
話
』

『
物
資
の
回
収
』『
廃
品
回
収
及
更
生
品
』『
紙
〔
資
源
愛
護
読
本
〕』
な
ど
を
出

版
し
た
、
い
わ
ゆ
る
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の
推
進
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
荒
川
畔

村
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
宮
崎
県
で
作
家
の
武
者
小
路
実
篤
と
そ
の

同
志
に
よ
り
理
想
郷
を
め
ざ
し
た
「
新
し
き
村
」
に
参
加
、
そ
の
後
離
脱
し
、

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
日
本
社
会
主
義
同
盟
に
加
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

関
根
喜
太
郎
は
、
新
し
き
村
運
動
、
出
版
業
界
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
へ
の
接
近
、
転

向
し
て
成
史
書
院
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

（
（

。
賢
治
の
『
春
と
修
羅
』
は
、
こ
の

過
程
に
お
い
て
大
正
十
三
年
に
本
名
の
関
根
喜
太
郎
で
の
出
版
で
あ
っ
た
。

ま
た
森
壮
巳
池
は
、
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
、『
春
と
修
羅
』
が
神

田
の
古
本
屋
で
は
な
く
夜
店
の
古
本
屋
に
ゾ
ッ
キ
本
に
交
じ
っ
て
売
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
記
し
て
い
る（

（
（

。

関
根
書
店
の
「
春
と
修
羅
」
は
、
古
本
屋
の
市
場
で
売
り
さ
ば
か
れ

た
。
私
が
「
岩
手
詩
人
協
会
」
を
つ
く
っ
た
と
き
、
賢
治
は
機
関
誌
の

「
貌
」
の
刊
行
費
に
と
、「
春
と
修
羅
」
と
「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
を

三
十
冊
ず
つ
く
れ
た
。
私
は
、
そ
れ
を
ど
う
す
れ
ば
、
売
れ
る
の
か
を

知
ら
な
い
中
学
生
だ
っ
た
。
賢
治
は「
会
員
の
皆
さ
ん
に
、買
っ
て
貰
っ

て
『
貌
』
の
印
刷
費
に
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
」
と
、
言
っ
て
く
れ
た

の
だ
が
、
―
―
。
私
よ
り
世
智
（
せ
ち
）
に
た
け
、
岩
手
県
庁
の
職
員

だ
っ
た
相
棒
の
生
出
桃
生
も
、
上
京
し
た
。
私
は
上
京
す
る
と
き
、「
春

と
修
羅
」
を
売
っ
て
、「
貌
」
の
印
刷
費
を
作
ろ
う
と
、
東
京
に
運
ん

だ
。
だ
が
ケ
チ
ネ
氏
が
、
売
り
払
っ
た
大
量
？
の
、「
春
と
修
羅
」
が
、

二
十
銭
、
三
十
銭
で
、
神
田
や
本
郷
、
新
宿
な
ど
の
夜
店
の
古
本
屋
に
、

二
、三
ず
つ
出
回
っ
て
い
た
の
で
、
驚
い
て
皆
寄
贈
し
て
し
ま
っ
た
。

い
ず
れ
当
時
の
有
名
無
名
詩
人
た
ち
に
送
っ
た
も
の
と
思
う
が
、
名
簿

も
な
い
の
で
全
く
不
明
で
あ
る
。

そ
の
夜
店
の
本
屋
で
買
っ
た
一
人
に
、
詩
人
中
原
中
也
が
い
る
。
大
岡
昇
平

は
「
彼
は
富
永
太
郎
と
共
に
、
宮
沢
を
早
く
か
ら
認
め
て
い
た
一
人
で
、
夜
店

で
五
銭
で
売
っ
て
い
た
『
春
と
修
羅
』
の
ゾ
ッ
キ
本
を
買
い
集
め
て
、
友
人
に

送
っ
て
い
た
」
と
い
う（

（
（

。

大
正
十
四
年
二
月
九
日
、
花
巻
農
学
校
教
師
を
し
て
い
た
賢
治
は
、
盛
岡
在
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住
の
森
佐
一
（
前
出
の
森
壮
巳
池
）
に
依
頼
さ
れ
た
雑
誌
『
貌
』
へ
の
寄
稿
を

断
る
た
め
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。そ
れ
に
は『
春
と
修
羅
』の
方
針
と
し
て「
書

き
付
け
て
あ
る
も
の
」
は
「
詩
」
で
は
な
く
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
で
あ
る
と
語
っ

て
い
る
。
ま
た「
私
は
あ
れ
を
宗
教
家
や
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
に
贈
り
ま
し
た
。

そ
の
人
た
ち
は
ど
こ
も
見
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。『
春
と
修
養
』
を
あ
り
が

た
う
と
い
ふ
葉
書
も
来
て
ゐ
ま
す
」
と
、
献
本
し
た
も
の
の
想
定
外
の
読
ま
れ

方
を
さ
れ
た
不
満
を
伝
え
て
い
る（

（
（

。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
の
装
丁
と
挿
絵
を
手
掛
け

た
菊
池
武
雄
は
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る（

（
（

。

春
と
修
羅
の
出
來
た
當
時
の
こ
と
い
ろ
〳
〵
關
係
の
あ
つ
た
先
輩
や
友

人
に
記
念
と
し
て
本
を
贈
呈
し
た
。
幸
に
中
央
で
は
辻
、
佐
藤
の
两
大

家
が
大
い
に
問
題
に
し
て
く
れ
て
新
聞
な
ど
に
も
激
賞
の
文
字
を
載
せ

て
下
さ
つ
た
り
し
ま
し
た
が
、
國
の
方
で
は
ヒ
ツ
ソ
リ
と
し
て
反
響
の

無
い
こ
と
夥
し
い
無
論
賢
治
さ
ん
も
「
ど
う
せ
自
分
だ
け
の
気
持
ち
を

勝
手
に
ス
ケ
ツ
チ
し
た
ん
だ
か
ら
外
の
人
に
は
解
ら
な
い
筈
だ
」
と
い

つ
て
居
ら
れ
た
け
れ
ど
も
―
そ
れ
に
し
て
も
あ
ん
ま
り
だ
と
思
は
れ
る

の
は
、
當
時
郷
里
の
某
女
學
校
の
校
長
と
い
ふ
人
か
ら
の
贈
本
の
御
禮

に
「
―
過
日
は
春
と
修
養
お
贈
り
下
さ
れ
有
り
難
く
拜
見
時
節
柄
（
其

の
頃
丁
度
春
で
し
た
）
好
適
の
書
と
存
じ
云
々
」
文
句
は
忘
れ
た
が
何

で
も
こ
ん
な
意
味
の
鄭
重
な
る
禮
狀
、
こ
れ
に
は
賢
治
さ
ん
も
す
つ
か

り
參
つ
た
と
い
つ
て
笑
つ
て
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

『
春
と
修
羅
』
の
行
方
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
友
人
は
も
う
一
人
い
る
。
賢

治
の
生
涯
の
友
で
『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』
の
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
藤

原
嘉
藤
治
で
あ
る
。
嘉
藤
治
は
、
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
九
月
に
県
立
花
巻

高
等
女
学
校
に
音
楽
教
師
と
し
て
赴
任
、
十
月
二
十
六
日
に
稗
貫
郡
稗
貫
農
学

校
（
の
ち
県
立
花
巻
農
学
校
）
に
赴
任
し
た
賢
治
と
出
会
い
、
賢
治
が
亡
く
な

る
ま
で
十
二
年
間
親
交
を
深
め
た
。
音
楽
だ
け
で
な
く
文
学
的
才
能
に
も
優
れ

て
い
た
嘉
藤
治
は
、
賢
治
に
『
春
と
修
羅　

第
二
集
』
の
出
版
を
勧
め
、
没
後

は
『
宮
沢
賢
治
全
集
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
る
。

ユ
ニ
ー
ク
に
富
む
嘉
藤
治
は
、
当
時
を
回
想
し
て
『
春
と
修
羅
』
の
読
ま
れ

方
や
行
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（
（

。

自
費
出
版
の
一
〇
〇
〇
部
の
ほ
と
ん
ど
が
、
先
輩
や
知
人
、
友
人
に
寄

贈
さ
れ
、
一
部
分
は
定
価
販
売
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
当
時
果
た
し
て
何

人
に
読
ま
れ
、
或
は
受
読
さ
れ
、
味
読
、
理
解
さ
れ
た
こ
と
か
。
贈
呈

先
の
名
簿
で
も
残
っ
て
い
た
ら
（
勿
論
記
録
し
て
な
い
）
面
白
い
こ
と

に
な
る
。

　

私
も
五
冊
も
ら
っ
た
が
、
一
冊
は
先
輩
の
手
塚
善
助
に
、
一
冊
は
後
輩

の
瀬
川
信
一
に
、
一
冊
は
自
家
用
と
こ
の
三
冊
だ
け
が
行
先
あ
き
ら
か
、

あ
と
の
二
冊
は
誰
に
贈
っ
た
か
行
く
え
知
れ
ず
。
勿
論
、
無
差
別
に
、
安

易
に
送
っ
た
っ
て
、
序
文
に
で
く
わ
し
て
、
お
手
あ
げ
、
後
は
読
ん
で
も

わ
か
ら
な
い
の
が
普
通
。
さ
て
さ
て
誰
に
や
っ
た
た
か
な
。
た
っ
た
五
冊

の
運
命
さ
え
、
こ
の
通
り
だ
の
に
、
何
百
冊
は
、
ど
こ
に
ど
う
落
ち
着
い

て
、
保
存
さ
れ
、
焼
失
、
紙
屑
屋
へ
と
流
転
、
消
滅
し
た
こ
と
や
ら
。

筆
名
を
藤
原
草
郎
と
し
て
岩
手
の
文
学
界
で
活
躍
し
て
い
た
嘉
藤
治
は
、
三

木
露
風
と
も
縁
が
あ
る
。
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
三
月
、
中
央
の
文
芸
雑
誌

『
文
章
世
界
』（
博
文
館
、
第
十
巻
第
三
号
、
三
月
号
）
に
詩
「
春
」
を
投
稿
し
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て
佳
作
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
選
者
が
露
風
で
あ
り
「
温
か
な

情
緒
が
あ
つ
て
心
を
牽
く
」
と
い
う
選
評
が
あ
る
。
詩
を
評
価
さ
れ
た
嘉
藤
治

は
、
賢
治
に
『
春
と
修
羅
』
を
有
名
な
詩
人
露
風
に
贈
呈
す
る
こ
と
を
勧
め
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

友
人
た
ち
は
『
春
と
修
羅
』
の
販
売
に
手
を
尽
く
し
た
が
、
多
く
の
在
庫
を

抱
え
た
。
そ
こ
で
賢
治
は
、
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
十
二
月
二
十
日
岩
波

書
店
の
店
主
岩
波
茂
雄
に
宛
て
手
紙
を
書
い
た（

（
（

。
だ
が
、
そ
の
提
案
は
効
果
が

無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
は
四
百
ば
か
り
売
れ
た
の
か
ど
う
か
ど
う
な
つ
た
の
か
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
。
二
百
ば
か
り
は
た
の
ん
で
返
し
て
も
ら
ひ
ま
し
た
。
そ
れ
は

手
許
に
全
部
あ
り
ま
す
。

わ
た
く
し
は
渇
い
た
や
う
に
勉
強
し
た
い
の
で
す
。
貪
る
や
う
に
読
み

た
い
の
で
す
。
も
し
も
あ
の
田
舎
く
さ
い
売
れ
な
い
わ
た
く
し
の
ほ
ん

と
あ
な
た
が
お
出
し
に
な
る
哲
学
や
心
理
学
の
立
派
な
著
述
と
を
幾
冊

で
も
お
取
り
換
へ
下
さ
い
ま
す
な
ら
わ
た
く
し
の
感
謝
は
申
し
あ
げ
ら

れ
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
の
方
は
二
、四
円
の
定
価
で
す
が
一
冊
八
十
銭

で
沢
山
で
す
。
あ
な
た
の
方
は
勿
論
定
価
で
か
ま
ひ
ま
せ
ん
。

賢
治
の
初
め
て
刊
行
し
た
『
春
と
修
羅
』
は
、
有
名
無
名
詩
人
た
ち
や
「
先

輩
や
知
人
」「
友
人
」「
宗
教
家
」
に
贈
呈
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
教
え
子
に

賢
治
本
人
が
直
接
贈
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
花
巻
農
学
校
の
教
え
子
で
あ
る

「
桜
羽
場
寛
君
」
に
「
大
正
十
三
年
五
月
十
三
日
」
と
署
名
し
て
贈
っ
た
こ
と
、

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
、
賢
治
を
師
と
慕
っ
て
い
た
松
田
甚
次
郎
（
昭
和

十
三
年
『
土
に
叫
ぶ
』
著
者
）
に
手
紙
を
添
え
て
贈
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。

明
治
大
学
泉
図
書
館
に
は
「
大
正
十
三
年
五
月
十
七
日
著
者
殿
寄
贈
」
と
寄

贈
印
の
あ
る
初
版
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月

一
日
、
東
京
は
大
震
災
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
駿
河
台
に
あ
っ
た
明

治
大
学
図
書
館
は
、
多
く
の
蔵
書
を
失
っ
た
た
め
国
の
内
外
に
向
け
て
図
書
の

寄
贈
を
呼
び
掛
け
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
賢
治
は
、
そ
れ
に
応
え
て
寄
贈
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
八
月
の
『
明
治
大
学
学
報
』（
第
九
十
三
號
）

に
あ
る
「
図
書
館
報
告
」
欄
に
寄
贈
新
刊
書
と
し
て
『
春
と
修
羅
』
が
、
次
の

よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

詩
集
春
と
修
羅　
　

宮
澤
賢
治
著

新
し
い
詩
人
の
處
女
詩
集
で
あ
る
。
著
者
の
科
學
に
對
す
る
深
い
造
詣

と
相
俟
つ
て
奔
放
な
ユ
ニ
ー
ク
な
詩
風
を
持
つ
て
ゐ
る
。
之
れ
が
も
つ

と
統
一
さ
れ
、
放
散
か
ら
集
中
に
至
る
道
程
の
上
で
、
作
者
は
大
に
も

小
に
も
な
る
と
思
は
れ
る
。（
關
根
書
店
二
四
〇
）

賢
治
は
、
科
学
に
造
詣
が
深
く
伝
統
や
慣
習
に
と
ら
わ
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な

詩
風
を
持
つ
新
し
い
詩
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
新
刊
紹
介

の
効
果
は
少
な
く
、『
春
と
修
羅
』
の
多
く
は
夜
店
の
古
本
屋
で
売
り
さ
ば
か

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

現
在
確
認
で
き
る
『
春
と
修
羅
』
が
贈
呈
さ
れ
た
な
か
で
は
、
露
風
の
献
本

へ
の
礼
状
の
日
付
（
大
正
十
三
年
四
月
二
十
五
日
）
か
ら
判
断
し
て
、
露
風
へ

の
献
本
が
最
も
早
い
と
い
え
よ
う
。
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三
　
露
風
に
よ
る
『
春
と
修
羅
』「
序
」
の
評
価

露
風
の
礼
状
は
、『
春
と
修
羅
』
刊
行
日
の
五
日
後
の
日
付
で
あ
っ
た
。
こ

の
刊
行
日
を
基
準
に
考
え
る
と
、
露
風
は
熟
読
す
る
時
間
は
少
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
露
風
は
、
難
解
と
言
わ
れ
る
『
春
と
修
羅
』
の
「
序
」
に
つ
い
て
触
れ

て
い
る
。「
君
が
其
御
序
文
中
に
於
て
自
分
と
い
ふ
も
の
が
現
象
で
電
流
体
の

青
き
照
明
で
あ
る
と
観
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
就
て
私
は
善
い
賞
讃
を
惜
し
ま
ぬ

者
」
で
あ
る
と
い
う
。

『
春
と
修
羅
』
の
「
序
」
は
、
詩
を
思
わ
せ
る
形
式
で
書
か
れ
て
い
て
、
一

般
的
な
序
文
と
は
異
な
っ
て
い
る
。「
詩
集
」
と
せ
ず
に
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」

と
銘
打
っ
た
よ
う
に
、
新
し
い
形
式
の
「
序
」
に
も
賢
治
の
意
気
込
み
が
感
じ

ら
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
読
者
に
対
し
て
『
―
心
象
ス
ケ
ッ
チ
―
春
と
修
羅
』

の
本
質
を
前
置
き
と
し
て
語
り
か
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
冒
頭
は
次
の

よ
う
に
あ
る
。

　
　

序

わ
た
く
し
と
い
ふ
現
象
は

仮
定
さ
れ
た
有
機
交
流
電
燈
の

ひ
と
つ
の
青
い
照
明
で
す

　
　
（
あ
ら
ゆ
る
透
明
な
幽
霊
の
複
合
体
）

風
景
や
み
ん
な
い
つ
し
よ
に

せ
は
し
く
せ
は
し
く
明
滅
し
な
が
ら

い
か
に
も
た
し
か
に
と
も
り
つ
づ
け
る

因
果
交
流
電
燈
の

ひ
と
つ
の
青
い
照
明
で
す

　
　
（
ひ
か
り
は
た
も
ち
、
そ
の
電
燈
は
失
は
れ
）

　
（
以
下
省
略
）

「
序
」
は
、自
然
科
学
用
語
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
難
解
で
諸
説
紛
々

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、こ
の
冒
頭
部
は
賢
治
の
内
面
と
電
燈
と
の
結
び
つ
き
を
、

ま
た
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
の
構
造
原
理
を
濃
厚
に
示
し
て
い
る
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
解
釈
が
あ
る（

（1
（

。

自
己
存
在
は
有
機
物
で
組
織
さ
れ
る
肉
体
と
い
う
電
燈
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
る
現
象
＝
照
明
で
あ
る
。
自
己
存
在
の
本
質
は
、
い
つ
か
失
わ
れ

る
肉
体
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
行
わ
れ
る
現
象
＝

生
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
生
は
、
因
果
に
よ
っ
て
他
の
肉
体
を
得
る
こ

と
に
よ
っ
て
永
遠
に
保
た
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
自
己
存
在
は
、
電

流
＝
法
（
仏
教
で
い
う
統
一
原
理
）
に
よ
っ
て
、
過
現
未
と
い
う
時
間

軸
上
の
、
ま
た
現
在
と
い
う
空
間
軸
上
の
全
存
在
と
つ
な
が
っ
て
い
る

ひ
と
つ
の
現
象
な
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
心
象
ス
ケ
ッ
チ
と
は
、
全

存
在
と
つ
な
が
る
「
わ
た
く
し
」
の
心
に
生
起
す
る
一
切
の
現
象
を
と

ら
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
法
」
を
と
ら
え
る
た
め
の
手
段
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
序
」
の
最
初
の
四
行
は
、
端
的
に
言
え
ば
、「
わ
た
く
し
」
と
い
う
実
存
的

現
象
は
、
た
と
え
ば
仮
に
置
か
れ
た
有
機
体
で
あ
り
、
か
つ
交
流
電
流
の
流
れ

る
電
燈
が
せ
わ
し
く
明
滅
し
青
い
光
を
放
っ
て
燈
り
続
け
て
い
る
よ
う
な
も
の

と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
わ
た
く
し
」
は
、
ひ
と
つ
の
「
現
象
」
で
あ
り
、
譬

え
る
な
ら
「
電
燈
」
で
あ
り
「
明
滅
」
す
る
「
青
い
照
明
」
で
あ
る
、
つ
ま
り
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生
命
体
で
あ
る
「
わ
た
く
し
」
は
「
交
流
電
燈
」（
一
定
の
周
期
で
流
れ
の
方

向
が
変
わ
る
電
流
に
灯
っ
た
電
燈
）
で
あ
り
、「
透
明
な
幽
霊
の
複
合
体
」（
す

き
と
お
っ
て
目
に
見
え
な
い
精
神
作
用
の
い
ろ
い
ろ
と
組
み
合
っ
て
で
き
た
も

の
）
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

露
風
は
、
こ
の
「
序
」
に
つ
い
て
「
君
が
其
御
序
文
中
に
於
て
自
分
と
い
ふ

も
の
が
現
象
で
電
流
体
の
青
き
照
明
で
あ
る
と
観
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
理
解
し
賞

讃
し
て
い
る
。
書
簡
で
使
わ
れ
て
い
る
「
電
流
体
」
の
語
は
、
以
前
に
露
風
が

詩
論
「
冬
夜
手
記
」（
大
正
元
年
十
二
月
十
三
日
記
）
に
お
い
て
、
詩
人
に
つ

い
て
の
表
現
に
使
用
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
こ
で
の
「
電
流
体
」
は
、
詩
を
創
造
す
る

詩
人
と
同
質
の
も
の
で
あ
り
、
物
事
の
本
質
を
見
抜
く
「
洞
察
者
」
と
並
ぶ
も

の
で
あ
る
。

最
良
の
詩
人
は
永
遠
の
洞
察
者
で
あ
る
。
永
遠
の
電
流
体
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
露
風
は
、「
わ
た
く
し
」
は
「
現
象
」
で
あ
り
、有
機
・
因
果
の
「
交

流
電
燈
」で
あ
る
と
す
る
賢
治
に
共
感
を
覚
え
、書
簡
で
詩
人
賢
治
を「
電
流
体
」

と
表
現
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
『
春
と
修
羅
』
を
読
ん
だ
こ
と
で
賢
治
を

「
最
良
の
詩
人
」
と
評
価
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、「
善
い
賞
讃
」
を
惜
し
ま
ぬ
と

礼
状
に
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

実
は
こ
の
「
電
流
体
」
の
語
は
、
萩
原
朔
太
郎
の
『
月
に
吠
え
る
』（
大
正

六
年
二
月
）
に
あ
る
二
つ
の
序
文
に
も
使
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。

最
初
は
、
北
原
白
秋
の
「
序
」
で
あ
る
。「
大
正
六
年
一
月
十
日　

葛
飾
の

紫
烟
草
舎
に
て
」
と
記
し
て
い
て
、
露
風
の
「
冬
夜
手
記
」
よ
り
四
年
ほ
ど
後

の
執
筆
で
あ
る
。
白
秋
は
、
朔
太
郎
の
生
ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
る
気
質
に
つ
い

て
「
君
の
気
稟
は
又
譬
え
ば
地
面
に
直
角
に
立
つ
一
本
の
竹
で
あ
る
」
と
い
い
、

そ
こ
か
ら
「
電
流
体
の
感
情
」
に
よ
っ
て
「
詩
」
を
生
み
出
す
と
す
る
。
そ
れ

は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

外
見
的
に
見
た
君
も
極
め
て
痩
せ
て
尖
っ
て
い
る
。
さ
う
し
て
そ
の

四
肢
が
常
に
動
く
、
ま
さ
し
く
竹
の
感
覚
で
あ
る
。
而
も
突
如
と
し
て

電
流
体
の
感
情
が
頭
か
ら
足
の
爪
先
ま
で
震
は
す
時
、
君
は
ぴ
ょ
ん

ぴ
ょ
ん
跳
ね
る
。
さ
う
で
な
い
時
の
君
は
い
つ
も
眼
か
ら
涙
が
こ
ぼ
れ

落
ち
さ
う
で
、
何
か
に
縋
り
つ
き
た
い
風
で
あ
る
。

　

潔
癖
で
我
儘
な
お
坊
ち
ゃ
ん
で
（
こ
の
点
は
私
と
よ
く
似
て
ゐ
る
）

そ
の
癖
寂
し
が
り
の
、
い
つ
も
白
い
神
経
を
露
は
に
顫
へ
さ
し
て
ゐ
る

人
だ
。
そ
れ
は
電
流
の
来
ぬ
前
の
電
球
の
硝
子
の
中
の
顫
へ
て
や
ま
ぬ

竹
の
線
で
あ
る
。

　

君
の
電
流
体
の
感
情
は
あ
ら
ゆ
る
液
体
を
固
体
に
凝
結
せ
ず
ん
ば
や

ま
な
い
。
竹
の
葉
の
水
気
が
集
つ
て
一
滴
の
露
と
な
り
、
腐
れ
た
酒
の

蒸
気
が
冷
た
い
ラ
ン
ピ
キ
の
玻
璃
に
透
明
な
酒
精
の
雫
を
形
づ
く
る
迄

の
そ
れ
自
身
の
洗
煉
は
か
り
そ
め
の
も
の
で
は
な
い
。
君
の
セ
ン
チ
メ

ン
タ
リ
ズ
ム
の
信
条
は
ま
さ
し
く
木
炭
が
金
剛
石
に
な
る
ま
で
の
永
い

時
の
長
さ
を
、
一
瞬
の
間
に
縮
め
る
、
こ
の
疑
念
の
強
さ
で
あ
ろ
う
。

摩
訶
不
思
議
な
る
此
の
真
言
の
秘
密
は
た
だ
詩
人
の
み
が
知
る
。

ま
た
、
続
く
萩
原
朔
太
郎
の
「
序
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。

詩
は
一
瞬
間
に
於
け
る
霊
智
の
産
物
で
あ
る
。
ふ
だ
ん
に
も
つ
て
ゐ
る

所
の
あ
る
種
の
感
情
が
、
電
流
体
の
如
き
も
の
に
触
れ
て
始
め
て
リ
ズ

ム
を
発
見
す
る
。
こ
の
電
流
体
は
詩
人
に
と
つ
て
は
奇
蹟
で
あ
る
。
詩
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は
予
期
し
て
作
ら
る
べ
き
者
で
は
な
い
。

以
前
、
私
は
詩
と
い
ふ
も
の
を
神
秘
の
や
う
に
考
へ
て
居
た
。
あ
る
霊

妙
な
宇
宙
の
聖
霊
と
人
間
の
叡
智
と
の
交
霊
作
用
の
や
う
に
も
考
へ
て

居
た
。
或
は
ま
た
不
可
思
議
な
自
然
の
謎
を
解
く
た
め
の
鍵
の
や
う
な

も
の
に
も
思
つ
て
居
た
。
併
し
今
か
ら
思
ふ
と
、
そ
れ
は
笑
ふ
べ
き
迷

信
で
あ
つ
た
。

（
中
略
）
詩
は
神
秘
で
も
象
徴
で
も
鬼
で
も
な
い
。
詩
は
た
だ
、
病
め

る
魂
の
所
有
者
と
孤
独
者
と
の
寂
し
い
な
ぐ
さ
め
で
あ
る
。

こ
れ
は
、「
序
」
の
冒
頭
部
で
述
べ
る
「
詩
と
は
感
情
の
神
経
を
摑
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
生
き
て
働
く
心
理
学
で
あ
る
」
に
関
連
す
る
説
明
で
あ
る
。「
電

流
体
の
如
き
も
の
」
に
「
あ
る
種
の
感
情
」
が
触
れ
「
一
瞬
間
に
於
け
る
霊
智
」

に
よ
り
詩
が
生
れ
る
。「
電
流
体
」
は
詩
人
に
と
っ
て
不
思
議
な
も
の
で
あ
り
、

詩
は
予
期
せ
ず
し
て
生
ま
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
詩
の
神
秘
や
象
徴
を
否
定

す
る
の
で
あ
る
。

宮
沢
賢
治
が
、『
月
に
吠
え
る
』
に
刺
激
さ
れ
強
く
反
応
し
た
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
る
。
賢
治
は
、妹
ト
シ
の
看
病
の
た
め
上
京
中
の
一
九
一
九
（
大
正
八
）

年
一
月
頃
に
、
盛
岡
中
学
同
窓
の
友
人
阿
部
孝
（
東
京
帝
大
文
学
部
在
学
中
、

後
に
高
知
大
学
学
長
）
の
下
宿
を
訪
ね
た
。
そ
こ
で
朔
太
郎
の
『
月
に
吠
え
る
』

に
出
会
い
感
銘
を
受
け
て
い
る
。
阿
部
に
よ
る
と
、
賢
治
が
「
ふ
し
ぎ
な
詩
だ

な
あ
」
と
い
い
な
が
ら
「
目
が
異
様
な
輝
き
を
帯
び
て
く
る
の
を
」
見
た
の
で

詩
集
を
貸
し
た
と
い
う
。
そ
の
一
年
ほ
ど
後
、『
春
と
修
羅
』
の
詩
の
原
稿
を

見
た
阿
部
は
、直
観
的
に
「
ば
か
に
朔
太
郎
張
り
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
と
「
図

星
を
さ
さ
れ
た
」
と
言
っ
た
と
伝
え
て
い
る（

（1
（

。
賢
治
の
絵
画
は
、
朔
太
郎
の
挿

絵
の
投
影
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
「
交
流
電
燈
」
に
つ
い
て
も
『
月
に
吠
え
る
』
に
見
え
る
白
秋
・
朔
太

郎
の
「
電
流
体
」
の
投
影
、
修
辞
的
近
似
性
が
う
か
が
え
る
。
賢
治
は
、
朔
太

郎
が
「
電
流
体
」
か
ら
生
じ
る
詩
は
神
秘
で
も
象
徴
で
も
な
く
、「
病
め
る
魂

の
所
有
者
と
孤
独
者
の
寂
し
い
な
ぐ
さ
め
」
と
し
た
こ
と
に
着
想
を
得
て
、
そ

の
よ
う
な
「
わ
た
く
し
」
は
「
現
象
」
で
あ
り
、た
と
え
る
な
ら
「
交
流
電
燈
」

と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
の
朔
太
郎
の
「
序
」
と
賢
治
の
『
春
と
修
羅
』「
序
」

に
お
け
る
当
該
部
分
を
傍
線
で
示
す
と
次
の
よ
う
に
あ
る
。

わ
た
く
し
と
い
ふ
現
象
は
／
仮
定
さ
れ
た
有
機
交
流
電
燈
の
／
ひ
と
つ

の
青
い
照
明
で
す
／
（
あ
ら
ゆ
る
透
明
な
幽
霊
の
複
合
体
）

（
中
略
）　

因
果
交
流
電
燈
の
／
ひ
と
つ
の
青
い
照
明
で
す

（
中
略
）
こ
れ
ら
に
つ
い
て
人
や
銀
河
や
修
羅
や
海
胆
は
／
宇
宙
塵
を

た
べ　

又
は
空
気
や
塩
水
を
呼
吸
し
な
が
ら
…

時
系
列
的
に
整
理
す
る
と
、
露
風
「
電
流
体
」（「
冬
夜
手
記
」
大
正
元
年

十
二
月
、『
白
き
手
の
猟
人
』
大
正
二
年
所
収
）
→
白
秋
「
電
流
体
」（「『
月
に

吠
え
る
』「
序
」大
正
六
年
一
月
十
日
記
）→
朔
太
郎「
電
流
体
」（『
月
に
吠
え
る
』

「
序
」
大
正
六
年
二
月
十
五
日
）
→
賢
治
「
交
流
電
燈
」（『
春
と
修
羅
』「
序
」

大
正
十
三
年
四
月
二
十
日
）
→
露
風
「
電
流
体
」（「
賢
治
宛
書
簡
」
大
正
十
三

年
四
月
二
十
五
日
）
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
露
風
と
賢
治
の
着
想
の
近
似
性
が
あ
る
と
い
え
よ

う
。
だ
が
、
こ
の
頃
の
露
風
、
白
秋
、
朔
太
郎
の
関
係
は
、
端
的
に
言
う
と
微

妙
な
関
係
で
あ
っ
た
。
大
正
四
、五
年
頃
ま
で
は
、露
風
は
白
秋
と
並
ん
で
「
白

露
時
代
」
と
呼
ば
れ
詩
壇
の
双
璧
と
称
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
朔
太
郎
は
、『
月

に
吠
え
る
』の
刊
行
後
、大
正
六
年
五
月
に「
三
木
露
風
一
派
を
放
追
せ
よ
」（『
文
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章
世
界
』
五
月
号
）
を
発
表
し
て
、露
風
や
露
風
一
派
の
詩
を
古
臭
い
と
批
判
・

攻
撃
し
象
徴
主
義
論
争
の
口
火
を
切
っ
て
い
る
。

露
風
、
白
秋
、
朔
太
郎
な
ど
の
詩
人
に
と
っ
て
「
電
流
体
」
は
、
詩
を
生
み

出
す
の
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
い
う
共
通
認
識
が
あ
っ
た
が
、
朔
太
郎
に
刺
激

さ
れ
た
賢
治
は
特
異
な
個
性
で
新
し
い
語
を
創
作
し
た
と
い
え
よ
う
。

四
　
露
風
に
よ
る
『
春
と
修
羅
』
冒
頭
詩
三
篇
の
評
価

露
風
は
、『
春
と
修
羅
』
の
「
序
」
の
次
に
あ
る
三
篇
の
詩
、「
屈
折
率
」「
く

ら
か
け
の
雪
」「
日
輪
と
太
市
」
に
つ
い
て
「
い
づ
れ
も
善
い
詩
情
」
と
持
っ

て
い
る
と
讃
え
る
。
こ
の
三
篇
の
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
の
形
式
は
、
口
語
自
由

詩
と
類
似
す
る
。

　

屈
折
率

七
つ
森
の
こ
つ
ち
の
ひ
と
つ
が

水
の
中
よ
り
も
つ
と
明
る
く

そ
し
て
た
い
へ
ん
巨
き
い
の
に

わ
た
く
し
は
で
こ
ぼ
こ
凍
つ
た
み
ち
を
ふ
み

こ
の
で
こ
ぼ
こ
の
雪
を
踏
み

向
ふ
の
縮
れ
た
亜
鉛
の
雲
へ

陰
気
な
郵
便
脚
夫
の
や
う
に

　
　
　
（
ま
た
ア
ラ
ツ
デ
ィ
ン
、
洋
燈
と
り
）

急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

　

く
ら
か
け
の
雪

た
よ
り
に
な
る
の
は

く
ら
か
け
つ
づ
き
の
雪
ば
か
り

野
は
ら
も
は
や
し
も

ぼ
し
や
ぼ
し
や
し
た
り
黝
ん
だ
り
し
て

す
こ
し
も
あ
て
に
な
ら
な
い
で

ほ
ん
た
う
に
そ
ん
な
酵
母
の
ふ
う
の

朧
ろ
な
ふ
ぶ
き
で
す
け
れ
ど
も

ほ
の
か
な
の
ぞ
み
を
送
る
の
は

く
ら
か
け
山
の
雪
ば
か
り

　
　
（
ひ
と
つ
の
古
風
な
信
仰
で
す
）

　

日
輪
と
太
市

日
は
今
日
は
小
さ
な
天
の
銀
盤
で

〔
雲
〕
が
そ
の
面
を

ど
ん
ど
ん
侵
し
て
か
け
て
ゐ
る

吹
雪
も
光
だ
し
た
の
で

太
市
は
毛
布
の
赤
い
ズ
ボ
ン
を
は
い
た

ま
た
ま
っ
し
ろ
に
雪
が
ふ
っ
て
ゐ
る
と
き

青
ざ
め
た
そ
ら
の
夕
が
た
は

み
ん
な
は
い
ち
れ
つ
青
ざ
め
た
う
さ
ぎ
う
ま
に
の
り

き
ら
き
ら
金
の
ば
ら
の
ひ
か
る
の
は
ら
を

犬
と
い
っ
し
ょ
に
よ
こ
ぎ
っ
て
行
く
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青
ざ
め
た
そ
ら
の
夕
が
た
は

み
ん
な
は
い
ち
れ
つ
あ
お
ざ
め
た
う
さ
ぎ
う
ま
に
の
り

露
風
は
右
の
三
篇
の
題
名
を
あ
げ
て
、「
い
づ
れ
も
善
い
詩
情
」
が
あ
る
と

賞
賛
し
た
。
こ
の
「
詩
情
」
と
は
、
曖
昧
で
定
義
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
辞

書
的
に
は
、「
詩
に
詠
ま
れ
た
感
情
、ま
た
詩
に
表
し
た
い
感
情
」
な
ど
を
い
う
。

例
え
ば
、
夕
焼
け
の
赤
と
ん
ぼ
を
見
て
美
く
し
い
と
感
じ
る
も
の
、
感
じ
さ
せ
、

感
動
さ
せ
る
心
の
状
態
で
あ
ろ
う
。
人
々
が
有
し
て
い
て
、
あ
る
と
き
に
は
詩

に
姿
を
変
え
、
あ
る
と
き
に
は
絵
画
や
音
楽
と
い
う
形
に
な
り
得
る
。

賢
治
は
、
大
正
十
四
年
二
月
九
日
付
の
手
紙
で
、
友
人
の
森
佐
一
に
『
春
と

修
羅
』
の
「
序
」
と
「
詩
」
の
関
係
に
つ
い
て
、「
序
文
」
に
書
い
た
考
え
を
『
春

と
修
羅
』
の
作
品
に
主
張
し
た
と
伝
え
て
い
る（

（1
（

。

私
は
あ
の
無
謀
な
「
春
と
修
羅
」
に
於
て
序
文
の
考
を
主
張
し
、
歴
史

や
宗
教
の
位
置
を
全
く
変
換
し
や
う
と
企
画
し
、
そ
れ
を
基
骨
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
の
生
活
を
発
表
し
て
、
誰
か
に
見
て
貰
ひ
た
い
と
、
愚
か
に

も
考
へ
た
の
で
す
。

さ
て
賢
治
の
詩
を
評
し
た
露
風
の
「
善
い
詩
情
」
と
は
、
具
体
的
に
は
い
か

な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
そ
こ
で
露
風
の
詩
論
に
お
い
て
「
詩
情
」
に
つ
い
て

確
認
し
て
み
た
が
、数
少
な
い
用
語
で
あ
っ
た
。
管
見
に
よ
れ
ば
、露
風
は
「
自

由
詩
運
動
の
最
初
」
と
い
う
論
述
に
お
い
て
「
詩
情
趣
味
」「
詩
情
主
義
」
と

批
判
的
に
用
い
て
い
る（

（1
（

。
新
し
い
詩
が
日
本
に
生
ま
れ
て
い
っ
た
経
路
に
つ
い

て
、
自
然
主
義
が
詩
の
上
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
良
い
一
面
と
し
て
「
明
治
の

新
体
詩
臭
味
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
」
と
「
つ
ま
ら
ぬ
修
辞
や
形
式
の
旧
衣

を
棄
て
ゝ
序
に
そ
の
、詩
情
趣
味
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

次
い
で
詩
が
革
新
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
も
用
い
て
い
る
。

私
達
の
考
へ
た
こ
と
は
「
自
己
を
歌
ふ
」
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。
明

治
の
詩
は
そ
れ
ま
で
の
一
種
の
詩
情
趣
味
に
囚
は
れ
て
ゐ
た
。
た
と
へ

自
己
を
歌
つ
て
も
真
に
自
己
を
歌
ふ
こ
と
は
稀
で
月
並
な
詩
情
に
左
右

せ
ら
れ
て
ゐ
た
。『
明
星
』
な
ど
は
月
並
で
は
な
く
余
程
新
し
い
と
こ

ろ
を
持
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
そ
の
守
る
と
こ
ろ
は
詩
情

主
義
の
外
に
出
で
な
か
つ
た
。

さ
ら
に
薄
田
泣
菫
と
蒲
原
有
明
も
「
詩
情
主
義
に
囚
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
。

対
し
て
岩
野
泡
鳴
は
「
根
柢
に
自
己
を
歌
ふ
と
い
ふ
態
度
が
あ
っ
た
」
と
説
く
。

こ
こ
で
の
「
詩
情
」
は
、
自
由
詩
運
動
か
ら
見
た
「
自
己
を
歌
わ
な
い
」
明
治

期
の
「
旧
衣
」
を
ま
と
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

で
は
露
風
の
「
善
い
詩
情
」
と
い
う
と
こ
ろ
の
「
善
い
詩
」
と
は
、
ど
の
よ

う
な
詩
で
あ
ろ
う
。
露
風
は
、「
詩
を
作
る
年
少
の
友
」
と
題
し
て
詩
を
作
る

若
い
人
に「
心
の
動
き
」と「
発
想
力
」の
重
要
性
を
説
き
、こ
の
発
想
力
は「
我
」

の
呼
吸
で
あ
る
と
い
う
。心
の
動
き
に
従
い
自
分
が
歌
う
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

物
に
心
を
動
か
し
て
真
に
歌
っ
た
作
品
が
尊
い
と
説
く
。
こ
の
こ
と
は
詩
の
投

稿
者
、
初
心
者
だ
け
で
な
く
詩
壇
に
あ
る
作
品
に
対
し
て
も
言
え
る
と
す
る（

（1
（

。

詩
を
作
る
に
は
心
の
動
き
に
順
ふ
事
が
大
事
で
あ
る
と
私
は
言
っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
心
の
動
き
に
順
ふ
こ
と
に
よ
つ
て
真
の
発
想
力
が
自
ら

に
湧
き
来
る
こ
と
を
諸
君
は
経
験
す
る
で
あ
ら
う
。
発
想
力
は
「
我
」

の
呼
吸
で
あ
る
と
言
つ
て
可
い
、
こ
の
発
想
力
が
心
か
ら
湧
い
て
来
て
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物
を
言
ふ
時
に
は
、
諸
君
は
初
め
て
自
分
の
存
在
を
信
ず
る
に
ち
が
ひ

な
い
。
何
者
が
歌
ふ
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
自
分
が
歌
ふ
の
で
あ
る
。

自
分
の
感
ず
る
と
こ
ろ
、
思
ふ
と
こ
ろ
、
見
た
と
こ
ろ
を
歌
ふ
の
で
あ

る
。（
中
略
）

言
葉
の
斡
旋
な
ど
も
拙
な
く
、た
い
し
て
思
想
な
ど
を
口
に
せ
ず
と
も
、

只
何
と
な
く
物
に
心
を
動
か
し
て
真
に
歌
つ
た
作
品
は
、遥
か
に
尊
い
。

私
は
毎
月
雑
誌
に
集
つ
て
来
る
詩
の
選
を
し
な
が
ら
然
う
い
ふ
稚
拙
の

純
な
作
品
に
接
し
て
度
び
度
び
心
を
動
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た

そ
れ
と
同
時
に
器
用
に
詩
を
作
る
才
の
あ
る
人
は
、
言
葉
で
撫
で
ま
わ

し
て
し
ま
つ
て
少
し
も
身
の
入
ら
な
い
物
を
書
い
て
い
る
。
是
等
は
旨

い
と
い
ふ
よ
り
も
却
て
厭
な
心
持
を
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

賢
治
は
、
岩
波
茂
雄
に
宛
て
た
手
紙
（
大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
日
）
の
中

で
、『
春
と
修
羅
』
の
作
品
を
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
関
し
て
次

の
よ
う
な
「
心
の
動
き
」
を
述
べ
て
い
る（

（1
（

。

六
七
年
前
か
ら
歴
史
や
そ
の
論
料
、
わ
れ
わ
れ
の
感
ず
る
そ
の
ほ
か
の

空
間
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
も
お
か
し
な
感
じ
や
う
が
し

て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
…
そ
れ
ぞ
れ
の
心
も
ち
を
そ
の
と
ほ
り
科

学
的
に
記
載
し
て
置
き
ま
し
た
。
…
詩
と
い
ふ
こ
と
は
わ
た
く
し
も
知

ら
な
い
わ
け
で
わ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
厳
密
に
事
実
の
と
ほ
り
に
記

録
し
た
も
の
を
何
だ
か
い
ま
ま
で
の
つ
ぎ
は
ぎ
し
た
も
の
と
混
ぜ
ら
れ

た
の
は
不
満
で
し
た
。

賢
治
は
『
春
と
修
羅
』
を
「
お
か
し
な
感
じ
よ
う
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
の
心
も

ち
の
と
ほ
り
科
学
的
に
記
載
」「
厳
密
に
事
実
の
と
ほ
り
に
記
録
」
し
た
「
心

象
ス
ケ
ッ
チ
」
だ
と
す
る
。
こ
の
考
え
と
類
似
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
先

に
あ
げ
た
露
風
の
詩
論
に
あ
る
、詩
作
は「
心
の
動
き
に
順
ふ
こ
と
が
大
事
」「
自

分
の
感
ず
る
と
こ
ろ
、
思
ふ
と
こ
ろ
、
見
た
と
こ
ろ
を
歌
ふ
」
と
す
る
考
え
で

あ
る
。
露
風
は
、
こ
の
よ
う
な
詩
論
で
賢
治
の
作
品
を
読
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
は
、
端
的
に
言
う
と
心
の
働
き
（
心
象
）
の
記

録
（
ス
ケ
ッ
チ
）
で
あ
る
。
し
か
し
、難
解
で
あ
る
。
賢
治
は
、「
序
」
で
「
た
ゞ

と
に
か
く
記
録
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
け
し
き
は
記
録
さ
れ
た
そ
の
と
ほ
り
の
こ

の
け
し
き
」
で
あ
り
、「
あ
る
程
度
ま
で
み
ん
な
と
共
通
」
し
て
い
る
と
い
う
。

近
年
の
賢
治
研
究
で
は
、「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
は
独
自
の
表
現
形
態
で
あ
る
と

さ
れ
、
ま
た
広
い
宇
宙
と
つ
な
が
る
自
分
の
心
を
言
葉
で
書
き
表
し
た
と
意
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。

「
善
い
詩
情
」
と
い
う
理
由
は
明
確
で
な
い
が
、
そ
の
書
簡
に
「
詩
」
と
あ

る
こ
と
は
露
風
も
他
の
同
時
代
の
人
々
と
同
様
に
『
春
と
修
羅
』
を
詩
集
と
し

て
受
け
取
り
、そ
の
作
品
を
「
詩
」
と
し
て
享
受
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

露
風
は
賢
治
の
三
篇
に
何
を
読
み
取
っ
た
の
か
。
た
と
え
ば
『
春
と
修
羅
』

の
巻
頭
に
あ
る
「
屈
折
率
」
は
、
難
解
な
表
現
は
な
い
が
科
学
的
で
不
可
解
な

詩
で
あ
り
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
の
「
屈
折
率
」
は
科
学
用
語
で

あ
る
。
描
か
れ
て
い
る
の
は
岩
手
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
「
七
つ
森
」
の
風
景
で

あ
る
が
、
不
思
議
な
風
景
で
あ
る
。
二
つ
の
場
所
の
比
較
が
あ
る
こ
と
は
容
易

に
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
巨
き
な
明
る
い
と
こ
ろ
に
あ
え
て
背
を
向
け
て
、
凍
っ

た
で
こ
ぼ
こ
の
雪
道
を
踏
ん
で
「
縮
れ
た
亜
鉛
の
雲
」
に
覆
わ
れ
た
方
向
に
向

か
う
と
あ
る
。
二
つ
の
場
所
は
、
作
者
の
心
象
と
現
実
の
対
比
と
も
解
さ
れ
て

い
る
。
最
後
に
は
「
陰
気
な
郵
便
脚
夫
」
と
「
ア
ラ
ツ
デ
ィ
ン
、洋
燈
と
り
」（
ア

ラ
ジ
ン
の
ラ
ン
プ
を
手
に
取
っ
て
い
る
者
）
と
の
比
喩
的
対
比
も
あ
る
。
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露
風
は
賢
治
の
作
品
に
「
お
か
し
な
感
じ
よ
う
」
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
独
自
な

感
情
と
不
思
議
な
感
覚
を
、
い
わ
ゆ
る
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
を
感
じ
、
心
を
動

か
さ
れ
て
「
善
き
詩
情
」
と
賞
賛
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
　『
春
と
修
羅
』
の
最
初
期
の
評
価

と
こ
ろ
で
『
春
と
修
羅
』
の
作
品
は
、
他
の
人
々
に
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
『
春
と
修
羅
』
が
刊
行
さ
れ
た
大
正
十
三
年
の
露
風
と

同
時
代
の
評
価
を
発
表
順
に
確
認
し
て
み
た
い
と
思
う
。

歌
人
の
尾
山
篤
二
郎
は
、
賢
治
の
詩
に
「
不
思
議
な
感
覚
と
感
情
」
と
、
ダ

ダ
イ
ズ
ム
と
い
う
新
し
さ
を
読
み
取
る（

（1
（

。

所
謂
心
象
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、私
に
対
し
て
は
か
な
り
立
派
な
詩
で
あ
る
。

読
ん
で
ゐ
る
と
変
な
虫
惑
を
感
じ
、
著
者
の
不
思
議
な
感
覚
と
感
情
の

頂
点
を
数
歩
す
る
。

（「
蠕
虫
舞
手
」
の
作
品
を
取
り
上
げ
て
）

こ
の
詩
は
ダ
ダ
だ
。（
中
略
）
ダ
ダ
と
し
て
も
今
世
に
云
は
る
ゝ
が
如

き
附
焼
刃
の
ダ
ダ
で
は
な
い
。

尾
山
の
評
に
つ
い
て
構
大
樹
は
、
表
現
レ
ベ
ル
で
ダ
ダ
イ
ズ
ム
に
新
し
さ
と

い
う
価
値
を
見
出
し
て
評
価
す
る
こ
と
に
慎
重
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
解
説

し
て
い
る（

（2
（

。
『
春
と
修
羅
』
の
『
詩
』
は
本
物
の
『
ダ
ダ
』
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
従

来
の
評
価
軸
で
は
測
れ
な
い
価
値
を
秘
め
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
評
言
は
『
春
と
修
羅
』
の
価
値
を
、
ダ
ダ
イ
ズ
ム
が
帯
び
て
い
た

芸
術
に
と
っ
て
の
〝
新
し
さ
〟
と
い
う
意
味
で
表
そ
う
と
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
評
論
家
・
翻
訳
家
・
思
想
家
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
ダ
ダ
イ
ズ
ム

の
中
心
的
な
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
辻
潤
は「
惰
眠
洞
妄
語（
二
）」に
お
い
て
、

高
く
評
価
し
た（

（2
（

。

こ
の
詩
人
は
ま
っ
た
く
特
異
な
個
性
の
持
ち
主
だ
。
芸
術
は
独
創
性
の

異
名
で
、
そ
の
他
は
模
倣
か
ら
成
り
立
つ
も
の
だ
が
、
情
緒
や
、
感
覚

の
新
鮮
さ
が
失
は
れ
て
ゐ
た
の
で
は
話
に
な
ら
な
い
。

辻
も
賢
治
の
詩
の「
特
異
な
個
性
」「
情
緒
や
、感
覚
の
新
鮮
さ
」を
読
み
取
り
、

従
来
の
詩
の
評
価
軸
で
は
測
れ
な
い
価
値
が
あ
る
と
評
価
し
た
。後
に
賢
治
は
、

辻
が
中
心
に
な
っ
て
創
刊
し
た
思
想
雑
誌『
虚
無
思
想
研
究
』に
、「
冬（
幻
聴
）」

（
大
正
十
四
年
十
二
月
）
や
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
朝
餐
」（
大
正
十
五
年
二
月
）
を

投
稿
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、こ
の
『
虚
無
思
想
研
究
』
編
集
兼
発
行
人
は
『
春

と
修
羅
』
を
発
行
し
た
神
田
古
本
屋
店
主
の
「
ケ
チ
ネ
氏
」
こ
と
関
根
喜
太
郎

で
あ
る
。

続
い
て
「
門
外
漢
」
と
称
す
る
「
紅
羅
宇
」
は
、『
春
と
修
羅
』
の
詩
に
お

け
る
形
式
上
の
「
失
敗
」
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
、
内
容
的
に
は
「
真
面
目
に
率

直
」
な
こ
と
を
指
摘
す
る（

（2
（

。

た
ゞ
『
率
直
な
行
き
方
』
と
い
ふ
事
を
感
じ
た
自
由
詩
形
の
陥
り
や
す

い
リ
ス
ム
の
『
整
』
で
は
随
分
話
も
失
敗
し
た
と
小
曲
詩
人
の
先
輩
が

云
ふ
言
葉
で
こ
の
失
敗
は
此
の
詩
集
に
も
可
成
り
に
あ
る
併
し
そ
れ
は
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と
が
む
べ
き
で
は
な
い
。（
中
略
）
真
面
目
に
率
直
に
心
象
を
あ
ら
は

し
て
い
る
。

さ
ら
に
詩
人
の
佐
藤
惣
之
助
は
、『
春
と
修
羅
』
を
「
僕
は
十
三
年
度
の
最

大
収
穫
と
す
る
」
と
高
評
価
を
与
え
、
そ
の
詩
の
表
現
に
お
け
る
新
し
さ
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

そ
れ
に
「
春
と
修
羅
」。
こ
の
詩
集
は
い
ち
ば
ん
僕
を
驚
か
し
た
。
何

故
な
ら
彼
は
詩
壇
に
流
布
さ
れ
て
い
る
一
個
の
語
葉
も
所
有
し
て
ゐ
な

い
。
否
、
か
つ
て
文
学
書
に
現
は
れ
た
一
聯
の
語
葉
を
も
持
つ
て
は
ゐ

な
い
。
彼
は
気
象
学
、
鉱
物
学
、
植
物
学
、
地
質
学
で
詩
を
書
い
た
。

奇
犀
、
冷
徹
、
そ
の
類
を
見
な
い
。

こ
の
よ
う
に
『
春
と
修
羅
』
が
刊
行
さ
れ
た
大
正
十
三
年
に
は
、
従
来
の
詩

の
規
範
を
逸
脱
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
新
し
さ
」
が
評
価
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
不

思
議
な
感
覚
と
感
情
」「
特
異
な
個
性
」
を
有
し
、「
情
緒
や
感
覚
の
新
鮮
さ
」

「
語
葉
」（
詞
藻
・
語
句
）
の
新
し
さ
を
持
つ
と
い
う
特
徴
を
読
み
取
っ
て
の
も

の
で
あ
る
。

露
風
は
『
春
と
修
羅
』
の
詩
の
形
式
で
書
か
れ
た
「
序
」
に
あ
る
賢
治
の
「
自

分
と
い
ふ
者
」
の
認
識
に
つ
い
て
「
善
い
賞
讃
を
惜
し
ま
ぬ
者
」
と
し
、
冒
頭

の「
詩
」三
篇
を
あ
げ
て「
い
づ
れ
も
善
い
詩
情
を
有
つ
て
い
る
」と
評
価
し
た
。

だ
が
献
本
の
お
礼
状
で
あ
り
、
先
に
あ
げ
た
同
時
代
評
の
よ
う
に
詳
し
く
記
し

て
は
い
な
い
。
お
そ
ら
く
「
序
」
に
あ
る
賢
治
の
文
学
に
対
す
る
主
張
、
姿
勢

や
考
え
が
作
品
に
現
れ
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

六
　
三
木
露
風
と
宮
沢
賢
治
の
共
通
性
・
着
想
の
近
似
性

何
の
繋
が
り
が
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
露
風
と
賢
治
は
、
露
風
の
賢
治
に
宛

て
た
書
簡
控
え
の
存
在
に
よ
り
意
外
な
縁
で
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

実
は
、
露
風
と
賢
治
に
は
、
共
通
点
が
あ
っ
た
。
ま
ず
思
い
つ
く
の
は
、
二

人
と
も
「
宗
教
詩
人
・
作
家
」
で
あ
る
。
し
か
し
二
人
は
「
テ
レ
ー
ズ
を
愛
し

た
」
こ
と
で
も
共
通
す
る
の
で
あ
る
。

マ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ズ
・
テ
レ
ー
ズ
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
十
五
歳
で

カ
ル
メ
ル
会
修
道
院
に
入
り
、
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
に
二
十
四
歳
で
亡

く
な
っ
た
修
道
女
で
あ
る
。
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
聖
者
に
列
せ
ら
れ

「
聖
テ
レ
ジ
ア
」
と
呼
ば
れ
た
。

テ
レ
ジ
ア
の
自
叙
伝
は
、
亡
く
な
っ
た
翌
年
の
一
八
九
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
で

『
あ
る
霊
魂
の
物
語
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
日
本
に
お
い
て
の
自
叙
伝
は
大
阪

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
シ
ル
ベ
ン
・
ブ
ス
ケ
神
父
に
よ
っ
て
邦
訳
さ
れ
『
小
さ
き

花　

乙
女
テ
レ
ジ
ア
之
自
叙
傳
』
の
書
名
で
、
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年

に
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
版
を
重
ね
て
昭
和
二
十
年
代
ま
で
は
ど
こ
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
書
架
で
も
見
受
け
ら
れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
だ
っ
た
と
い
う
。

三
木
露
風
が
テ
レ
ジ
ア
を
知
っ
た
の
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
の
夏
、

ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
に
留
ま
っ
て
い
た
時
、
修
道
女
の
望
み
が
か
な
っ
た
妹
を

ト
ラ
ピ
ス
ト
天
使
園
（
女
子
修
道
院
）
に
連
れ
て
来
た
、
聖
若
瑟
（
ヨ
ゼ
フ
）

教
育
院
に
勤
め
る
温
厚
敬
虔
な
青
年
か
ら
贈
ら
れ
た
『
小
さ
き
花
』
に
よ
る
。

露
風
の
心
が
す
ぐ
に
テ
レ
ジ
ア
に
捕
え
ら
れ
た
こ
と
は
『
修
道
院
の
雑
筆
』（
大

正
十
四
年
八
月
）
の
「
聖
小
さ
き
テ
レ
ジ
ア
の
詩
」
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る（

（2
（

。
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そ
の
妹
と
同
じ
童
貞
女
で
あ
つ
た
、
幼
き
耶
蘇
の
テ
レ
ジ
ア
の
自
叙
伝

を
そ
の
杉
山
国
司
君
が
余
に
贈
つ
て
く
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
余
は
そ
れ

か
ら
聖
小
さ
き
テ
レ
ジ
ア
の
立
派
な
行
為
に
対
し
て
深
い
感
興
を
抱
く

や
う
に
な
り
、
そ
の
詩
の
歎
称
者
と
な
つ
た
。

小
さ
き
テ
レ
ジ
ア
は
神
の
奉
仕
者
と
し
て
又
人
と
し
て
、
柔
ら
か
い
布

で
包
ん
だ
玉
の
や
う
な
美
徳
を
具
へ
て
を
つ
た
。（
中
略
）
幼
年
時
代

を
囘
想
し
て
記
し
た
中
に
、「
吁
壯
大
な
海
の
景
色
、夕
映
え
の
見
事
さ
、

私
は
永
く
〳
〵
、
此
金
色
の
光
線
の
痕
を
瞶
め
て
…
」
と
か
い
ふ
文
字

が
あ
る
。
其
處
に
は
宗
教
的
情
操
が
詩
的
創
造
力
と
混
じ
て
表
は
れ
て

ゐ
る
。

『
小
さ
き
花
』
を
読
ん
だ
露
風
は
、
テ
レ
ー
ズ
の
「
宗
教
的
情
操
」「
詩
的

想
像
力
」「
人
徳
」
に
感
動
し
て
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
「
聖
小
さ
き
テ

レ
ジ
ア
の
詩
」
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
数
年
後
に
ト
ラ
ピ
ス
ト
修

道
院
の
講
師
と
し
て
赴
任
、
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
に
洗
礼
を
受
け
る
。

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
は
、
テ
レ
ジ
ア
を
讃
美
す
る
歌
集
『
小
さ
き
花
を

讃
美
す
る
歌
』
の
た
め
に
作
詩
を
し
た
。
そ
の
歌
集
を
作
っ
た
の
は
三
人
、
作

曲
は
元
イ
タ
リ
ヤ
パ
ル
マ
音
楽
学
校
教
授
の
チ
マ
ッ
テ
ィ
神
父
、
訳
者
兼
発
行

者
は
自
叙
伝
『
小
さ
き
花
』
の
翻
訳
者
の
ブ
ス
ケ
神
父
、
作
詩
は
詩
人
三
木
露

風
で
あ
る
。
発
行
所
は
西
宮
市
の
夙
川
天
主
公
教
会
で
あ
る
。
詩
は
「
小
さ
き

花
よ
」「
聖
テ
レ
ジ
ア
に
祈
る
」「
テ
レ
ジ
ア
の
御
恵
み
」「
聖
女
テ
レ
ジ
ア
伝
」

「
テ
レ
ジ
ア
の
伝
」「
愛
の
山
路
」「
子
供
の
た
め
」「
聖
女
小
さ
き
テ
レ
ジ
ア
に
」

の
七
篇
で
あ
る
。
ほ
か
に
は
、「
修
道
生
活
の
模
範
」（『
修
道
院
生
活
』
大
正

十
五
年
）
に
「
修
道
女
の
模
範
と
す
べ
き
も
の
」
と
し
て
、
詩
を
以
て
天
主
を

讃
美
し
た
聖
小
さ
き
テ
レ
ジ
ア
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
著
作
に
よ
る
と
露
風
は
、
聖
女
テ
レ
ジ
ア
の
信
仰
生
活
や
聖
徳
・

教
え
な
ど
、
自
叙
伝
に
よ
り
十
分
理
解
し
、
テ
レ
ジ
ア
の
詩
に
共
感
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
二
十
四
、五
歳
頃
の
露
風
は
「
苦
が
い
懐
疑
と
共
に
」
沼
津
で

は
公
教
会
、
京
都
で
は
僧
房
生
活
を
す
る
な
ど
さ
す
ら
っ
て
い
た
。
そ
こ
で

ト
ラ
ピ
ス
ト
修
導
院
の
こ
と
を
知
り
修
道
院
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
テ

レ
ー
ズ
は
、
異
文
化
に
育
っ
た
露
風
、
キ
リ
ス
ト
教
を
ま
だ
十
分
に
知
ら
な
い

露
風
の
心
を
捕
え
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
道
へ
と
導
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
聖
女
テ
レ
ジ
ア
」
は
、
露
風
よ
り
七
年
後
の
一
八
九
六
（
明
治

二
十
九
）
年
に
岩
手
県
花
巻
に
生
ま
れ
、一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
亡
く
な
っ

た
宮
沢
賢
治
の
作
品
に
も
登
場
す
る
。

浄
土
真
宗
の
家
庭
に
育
っ
た
賢
治
は
、
宗
教
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

し
か
し
貧
し
い
人
々
の
苦
し
い
生
活
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
現
実
世
界
に
お

け
る
菩
薩
行
を
実
践
す
る
こ
と
を
説
く
日
蓮
宗
に
改
宗
す
る
。
生
涯
は
、
熱
烈

な
法
華
経
信
仰
に
生
き
た
詩
人
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

賢
治
は
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
、
十
三
歳
で
盛
岡
中
学
に
入
学
、

盛
岡
高
等
農
林
学
校
を
経
て
農
林
学
校
研
修
生
を
修
了
す
る
一
九
二
〇
（
大
正

九
）
年
五
月
、
二
十
四
歳
ま
で
の
十
二
年
間
盛
岡
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
盛

岡
学
生
時
代
に
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
を
持
ち
始
め
、
盛
岡
天
主
公
教
会

や
盛
岡
浸
礼
教
会
を
時
々
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
交
流
を
持
っ
た
プ

ジ
ェ
ー
神
父
や
タ
ッ
ピ
ン
グ
牧
師
・
夫
人
な
ど
を
短
歌
や
詩
に
詠
ん
で
い
る
。

プ
ジ
ェ
ー
神
父
は
芸
術
家
肌
で
賢
治
と
同
じ
浮
世
絵
収
集
家
で
あ
り
、
賢
治

は
神
父
に
浮
世
絵
を
贈
る
な
ど
個
人
的
な
交
流
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

タ
ッ
ピ
ン
グ
牧
師
に
は
、
盛
岡
中
学
で
英
語
を
教
わ
り
、
高
等
農
林
学
校
一
年

の
時
は
聖
書
講
座
を
聴
講
し
た
と
い
う
。

賢
治
と
テ
レ
ジ
ア
と
の
出
会
い
は
、
こ
の
学
生
時
代
の
プ
ジ
ェ
ー
神
父
と
の
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関
り
を
通
し
て
知
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
に
出

版
さ
れ
た
ブ
ス
ケ
神
父
訳
『
小
さ
き
花
』
は
、
多
く
の
宣
教
師
に
知
ら
れ
教
会

に
も
置
か
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
賢
治
は
『
小
さ
き
花
』
を
手
に
入
れ
て
読
み
、

テ
レ
ー
ズ
の
生
き
方
に
共
感
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
入
手
の
時
期
は
明
確
で

は
な
い
が
、一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
の
十
一
版
か
ら
一
九
二
九
（
昭
和
四
）

年
十
一
月
の
十
五
版
ま
で
の
も
の
を
読
ん
だ
と
推
定
で
き
る（

（2
（

。

賢
治
に
お
け
る
テ
レ
ジ
ア
は
、「
十
三
歳
の
聖
女
テ
レ
ジ
ア
」と
し
て
詩
の「
装

景
手
記
」
ノ
ー
ト
、「
装
景
家
と
助
手
と
の
対
話
」（
昭
和
二
年
六
月
一
日
）、「
装

景
手
記
」（
昭
和
二
年
～
昭
和
四
年
）、「
歌
壇
工
作
」（
昭
和
六
年
）
に
登
場
す

る
。
ま
た
、
テ
レ
ジ
ア
の
自
叙
伝
『
小
さ
き
花
』
は
、
花
鳥
童
話
に
多
く
の
投

影
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も「
よ
だ
か
の
星
」「
ひ
の
き
と
ひ
な
げ
し
」「
ガ

ド
ル
フ
の
百
合
」
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

賢
治
と
聖
女
テ
レ
ジ
ア
と
の
関
り
に
つ
い
て
初
め
て
注
目
し
た
上
田
哲
は
、

詩
「
装
景
手
記
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

賢
治
が
「
装
景
手
記
」
の
中
に
〈
小
さ
き
聖
女
テ
レ
ジ
ア
〉
の
名
を
入

れ
た
の
は
、
何
か
の
機
会
に
そ
れ
を
知
っ
て
た
ま
た
ま
使
っ
た
と
い

う
程
度
の
こ
と
で
な
く
、
ブ
ス
ケ
の
『
小
さ
き
花　

処
女
テ
レ
ジ
ア

の
自
叙
伝
』
な
ど
を
読
み
、
こ
の
聖
女
の
生
涯
を
知
り
、
幼
児
の
ご
と

き
心
を
も
っ
て
神
を
求
め
る
テ
レ
ジ
ア
の
精
神
が
、
自
ら
行
い
努
め
て

い
た
菩
薩
行
、
す
な
わ
ち
聖
行
・
梵
行
・
天
行
・
嬰
児
行
・
病
行
の

五
行
中
の
特
に
嬰
児
行
―
と
通
じ
る
こ
と
を
発
見
、
共
感
を
覚
え
、
そ

の
幼
児
の
ご
と
き
清
純
な
姿
が
強
く
印
象
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
こ
の
詩

句
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
賢
治
自
身
の
生
活
態
度
、「
虔
十

公
園
」「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
は
、
こ
の
小
さ
き
テ
レ

ジ
ア
の
幼
児
の
道
、
菩
薩
の
嬰
児
行
の
精
神
に
相
通
じ
る
も
の
が
見
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
賢
治
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
接
触
の
な
か
で

リ
ジ
ュ
ー
の
聖
テ
レ
ジ
ア
を
知
り
彼
女
に
関
心
を
も
っ
た
と
い
う
考
え

は
、
そ
う
無
理
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。

こ
の
「
嬰
児
行
」
と
「
幼
子
の
道
」
の
関
り
か
ら
伊
従
信
子
は
、
賢
治
と
テ

レ
ー
ズ
（
テ
レ
ジ
ア
）
の
出
会
い
に
つ
い
て
「
心
の
深
み
で
の
出
会
い
」
と
説

い
て
い
る（

（2
（

。
青
年
時
代
に
法
華
経
を
中
心
と
す
る
信
仰
に
入
っ
て
か
ら
は
、彼
は
「
菩

薩
行
」
の
実
践
に
努
め
て
い
ま
し
た
。
菩
薩
五
行
の
一
つ
に
「
嬰
児
行
」

と
い
う
修
行
が
あ
り
ま
す
。「
自
分
の
能
力
、
智
力
な
ど
を
外
に
あ
ら
わ

さ
な
い
で
、
自
分
を
嬰
児
の
よ
う
な
者
と
し
て
仏
道
を
求
め
る
行
」。
こ

こ
に
「
幼
子
の
道
」
を
生
き
る
テ
レ
ー
ズ
と
菩
薩
行
中
の
嬰
児
行
を
実

践
し
よ
う
と
す
る
賢
治
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
た
す
ら
神
を
父
と
信
頼
し
、
幼
児
の
心
を
持
っ
て
そ
の
み
手
に
自
分

を
委
ね
る
テ
レ
ー
ズ
の
生
き
方
「
幼
子
の
道
」
に
、
彼
は
自
ら
お
こ
な

い
努
め
て
い
た
菩
薩
行
と
通
じ
る
も
の
を
発
見
し
、
心
の
深
み
で
共
感

を
覚
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

詩
人
・
作
家
と
し
て
の
露
風
と
賢
治
は
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
に
し
て
テ
レ
ジ
ア

の
自
叙
伝
『
小
さ
き
花
』
と
出
会
っ
た
。
露
風
は
、
宗
教
詩
人
、
カ
ト
リ
ッ
ク

信
仰
を
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
の
賢
治
は
、
法
華
経
を
信
仰
し
た

こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
受
け
た
作
品
も
多
い
。
い
わ

ゆ
る
宗
教
詩
人
で
あ
る
二
人
は
、『
小
さ
き
花
』
と
出
会
い
、
そ
こ
に
描
か
れ
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て
い
た
テ
レ
ジ
ア
の
生
き
方
に
、
心
の
深
み
で
共
感
を
覚
え
テ
レ
ジ
ア
を
愛
し

た
。
そ
し
て
二
人
は
テ
レ
ジ
ア
の
「
詩
」
を
詠
ん
だ
。

そ
の
意
味
で
露
風
と
賢
治
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
深
い
精
神
性
の
と
こ
ろ
で
交

流
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

露
風
と
賢
治
と
の
交
流
が
あ
る
こ
と
は
、
露
風
の
賢
治
宛
の
書
簡
控
え
が
確

認
さ
れ
る
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
賢
治
か
ら
献
本
さ
れ
た

お
礼
と
し
て
書
か
れ
て
あ
る
『
春
と
修
羅
』
の
評
価
を
手
掛
か
り
に
二
人
の
文

学
的
交
流
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
こ
至
っ
て
、賢
治
は
な
ぜ
露
風
に
献
本
し
た
の
か
と
い
う
問
題
が
残
っ
た
。

賢
治
と
交
流
が
あ
つ
た
草
野
心
平
や
高
村
光
太
郎
、
岩
手
県
の
友
人
藤
原
嘉
藤

治
や
森
佐
一
（
惣
一
）
な
ど
の
勧
め
も
考
え
ら
れ
る
が
確
証
が
な
い
。
ま
た
、

関
根
喜
太
郎
―
尾
山
篤
二
郎
―
歌
人
尾
山
の
弟
子
・
関
徳
弥
―
関
徳
弥
の
親
戚

賢
治
の
人
的
ラ
イ
ン
も
確
た
る
も
の
が
な
い
。

露
風
は
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
に
詩
集
『
廃
園
』
で
北
原
白
秋
と

並
び
称
さ
れ
る
名
声
を
得
て
「
白
露
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
賢

治
は
、
当
時
す
で
に
名
声
を
得
て
い
た
詩
人
露
風
の
作
品
や
評
判
に
触
れ
て

い
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
滞
在
中
に
作
っ
た
「
赤
蜻

蛉
」
は
、
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
八
月
号
の
雑
誌
『
樫
の
実
』
に
発
表
、
同

年
十
二
月
に
は
第
一
童
謡
集
『
真
珠
島
』
に
挿
絵
入
り
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

露
風
と
同
様
に
宗
教
と
文
学
と
の
融
合
を
目
指
す
賢
治
は
、
ト
ラ
ピ
ス
ト
修

道
院
の
講
師
と
し
て
勤
め
、
洗
礼
を
受
け
た
詩
人
、
す
で
に
「
宗
教
詩
人
」
の

道
を
歩
ん
で
い
る
露
風
に
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

露
風
と
賢
治
の
関
係
に
関
し
て
、
米
地
文
夫
の
興
味
深
い
論
が
あ
る（

（2
（

。
そ
れ

は
、
北
海
道
の
「
ハ
マ
ナ
ス
」
を
め
ぐ
っ
て
の
石
川
啄
木
、
三
木
露
風
、
宮
沢

賢
治
の
関
係
で
あ
る
。
啄
木
が
『
一
握
の
砂
』（
明
治
四
十
三
年
）
の
「
忘
れ

が
た
き
人
人
」
章
頭
歌
（
三
〇
四
）
で
北
の
浜
辺
に
咲
く
「
濱
薔
薇
」
を
「
は

ま
な
す
」
と
詠
み
、賢
治
が
詩
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
挽
歌
」（
大
正
十
二
年
）
で
「
は

ま
な
す
」
を
「
は
ま
ば
ら
」
と
詠
む
。
そ
の
間
の
大
正
六
年
に
露
風
の
詩
「
野

薔
薇
」
が
あ
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
。

露
風
の
詩
「
野
薔
薇
」
は
、
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
導
院
を
訪
れ
る
道
で
フ
ラ
ン
ス

人
の
院
長
と
一
緒
に
な
り
、
院
長
が
路
傍
の
「
ハ
マ
ナ
ス
」
を
見
て
「
こ
の
薔

薇
は
美
し
い
」
と
示
し
た
時
の
印
象
を
も
と
の
作
っ
た
と
さ
れ
る（

（3
（

。

米
地
は
三
人
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る（

（3
（

。

賢
治
は
詩
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
挽
歌
」
で
、
サ
ハ
リ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
的
風

土
を
描
こ
う
と
し
、
バ
ラ
と
キ
リ
ス
ト
教
の
深
い
結
び
付
き
を
意
識
し

た
と
き
、
お
そ
ら
く
露
風
の
「
野
薔
薇
」
を
想
起
し
た
で
あ
ろ
う
。
／

そ
し
て
賢
治
は
、
啄
木
の
「
濱
薔
薇
」（
は
ま
さ
う
び
）
の
造
語
に
魅

了
さ
れ
、露
風
の
「
の
ば
ら
」
と
い
う
読
み
を
受
け
継
ぎ
、「
は
ま
ば
ら
」

と
い
う
表
記
を
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

露
風
の
「
野
薔
薇
」
は
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
七
月
に
作
詩
、
ト
ラ
ピ

ス
ト
修
道
院
の
シ
ャ
ル
ル
・
タ
ル
シ
ス
修
道
士
に
よ
り
作
曲
さ
れ
て
、
九
月
に

は
『
音
楽
』（
八
巻
九
号
）
に
初
め
て
発
表
さ
れ
た
。
山
田
耕
筰
の
「
野
薔
薇
」

は
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
八
月
二
十
五
日
に
作
曲
さ
れ
、
広
く
愛
誦
さ
れ

て
い
っ
た
。
い
ず
れ
か
の
「
野
薔
薇
」
を
賢
治
は
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

賢
治
が
露
風
に
献
本
し
た
の
は
、着
想
の
近
似
性
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

宗
教
詩
人
と
し
て
の
露
風
の
深
い
精
神
性
に
共
鳴
し
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
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注

（
1
）　

三
木
露
風
、
一
九
二
八
年
九
月
、「
詩
壇
の
隆
盛
に
就
て
」『
詩
歌
』
九
巻
六

号
。『
三
木
露
風
全
集
第
三
巻
』
一
九
七
四
年
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
所
収
、

九
八
〇
頁

（
2
）　

森
壮
巳
池
、
一
九
八
八
年
、「『
ケ
チ
』
に
販
売
を
依
頼
」『
森
壮
巳
池
ノ
ー
ト

　

宮
沢
賢
治
ふ
れ
あ
い
の
人
々
』、
熊
谷
印
刷
出
版
部
、
三
二
頁

（
3
）　

小
田
光
雄　

二
〇
一
九
年
、「
関
根
康
喜
＝
関
根
喜
太
郎
＝
荒
川
畔
村
」『
古

本
屋
散
策
』
論
創
社
、
九
一
頁
～
九
三
頁

（
4
）　

森
壮
巳
池
、
一
九
八
八
年
、「
古
本
屋
に
『
春
と
修
羅
』」『
森
壮
巳
池
ノ
ー
ト

　

宮
沢
賢
治
ふ
れ
あ
い
の
人
々
』、
熊
谷
印
刷
出
版
部
、
三
三
頁

（
5
）　

大
岡
昇
平
、
一
九
六
七
年
、「
解
説
」『
中
原
中
也
全
集　

第
三
巻　

評
論
・

小
説
』、
角
川
書
店
、
四
一
六
頁

（
6
）　

宮
沢
賢
治
、
一
九
九
五
年
、「
二
月
九
日
森
佐
一
あ
て
封
書
」『
新
校
本
宮
澤

賢
治
全
集　

第
十
五
巻
書
簡
』、
筑
摩
書
房
、
二
二
二
頁

（
7
）　

菊
池
武
雄
、
一
九
三
四
年
一
月
、「
賢
治
さ
ん
を
想
ひ
出
す
」『
宮
澤
賢
治
研

究
追
悼
』、
次
郎
社
、
二
一
頁

（
8
）　

藤
原
嘉
藤
治
、
一
九
七
五
年
、「『
春
と
修
羅
』
に
か
か
ず
ら
っ
て
」『
校
本
宮

澤
賢
治
全
集　

第
三
巻
月
報
』、
筑
摩
書
房
、
五
頁

（
9
）　

一
九
九
五
年
、『
新
校
本
宮
澤
賢
治
全
集　

第
十
五
巻
書
簡
』、
筑
摩
書
房
、

二
三
四
頁

（
10
）　

一
九
二
四
年
八
月
、「
図
書
館
報
告
」『
明
治
大
学
学
報
』
第
九
十
三
号
、

五
二
頁

（
11
）　

山
内
修
編
著
、
一
九
八
九
年
、「『
春
と
修
羅
』
と
『
注
文
の
多
い
料
理

店
』
刊
行
の
意
図
」『
宮
沢
賢
治　

年
表　

作
家
読
本
』、
河
出
書
房
新
社
、

一
〇
一
頁

（
12
）　

三
木
露
風
、
一
九
一
三
年
「
冬
夜
手
記
」『
白
き
手
の
猟
人
』、
東
雲
堂
書
店
。

『
三
木
露
風
全
集
第
一
巻
』
所
収
、
一
九
七
二
年
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

一
〇
七
頁

（
13
）　

萩
原
朔
太
郎
、
一
九
一
七
年
、『
月
に
吠
え
る
』、
感
情
詩
社
・
白
日
社
出
版

（
14
）　
『
新
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
第
十
六
巻
（
下
）
補
遺
・
資
料
（
年
譜
篇
）』

一
八
七
頁

（
15
）　
（
９
）
に
同
じ

（
16
）　

三
木
露
風
、
一
九
二
五
年
、「
自
由
詩
運
動
の
最
初
」『
詩
歌
の
道
』、
ア
ル
ス
。

五
〇
頁
～
五
一
頁

（
17
）　

三
木
露
風
「
詩
を
作
る
年
少
の
友
」
前
掲
書
、
一
一
三
頁

（
18
）　
（
９
）
に
同
じ

（
19
）　

尾
山
篤
二
郎
、一
九
二
四
年
六
月
、「
最
近
の
書
架
か
ら
」『
自
然
』第
三
巻
四
号
、

五
一
頁
～
五
二
頁

（
20
）　

構
大
樹
、
二
〇
一
九
年
、『
宮
沢
賢
治
は
な
ぜ
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
続
け
る
の

か
』、
大
修
館
書
店
、
三
〇
頁

（
21
）　

辻
潤
、
一
九
二
四
年
、「
惰
眠
洞
妄
語
（
二
）」『
読
売
新
聞
』
七
月
二
三
日
付

朝
刊

（
22
）　

紅
羅
宇
、
一
九
二
四
年
、「
詩
集
『
春
と
修
羅
』
―
を
見
て
義
理
に
も
一
言
―
」

『
岩
手
日
報
』
九
月
一
八
日
付
朝
刊

（
23
）　

佐
藤
惣
之
助
、
一
九
二
四
年
一
二
月
、「
十
三
年
度
の
詩
集
」『
日
本
詩
人
』

第
四
巻
一
二
号
、
九
五
頁
～
九
六
頁

（
24
）　

三
木
露
風
、
一
九
二
五
年
、「
聖
テ
レ
ジ
ア
の
詩
」『
修
道
院
雑
筆
』、
新
潮
社
、

一
四
一
頁
～
一
四
二
頁
。の
ち『
三
木
露
風
全
集
第
三
巻
』所
収
、一
九
七
四
年
、

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

（
25
）　

拙
稿
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、「
賢
治
と
十
三
歳
の
聖
女
テ
レ
ジ
ア
」『
日
本
大

学
通
信
教
育
部
研
究
紀
要
』
十
六
・
十
七
合
併
号
、
一
〇
一
頁
～
一
〇
二
頁

（
26
）　

伊
藤
博
美
、
一
九
九
八
年
八
月
、「『
水
汲
み
』
の
源
流
（
下
）」『
賢
治
研
究
』

七
六
号
。
大
塚
常
樹
、
一
九
九
八
年
、「
聖
テ
レ
ジ
ア
『
小
さ
き
花
』
と
『
ひ

の
き
と
ひ
な
げ
し
』」『
宮
沢
賢
治　

心
象
の
記
号
論
』、
朝
文
社
な
ど
。

（
27
）　

上
田
哲
、一
九
八
五
年
、『
宮
沢
賢
治　

そ
の
理
想
世
界
へ
の
道
程　

改
訂
版
』、

明
治
書
院
、
二
三
七
頁
～
二
三
八
頁

（
28
）　

伊
従
信
子
、二
〇
一
〇
年
、『
テ
レ
ー
ズ
を
愛
し
た
人
び
と
』、女
子
パ
ウ
ロ
会
、

一
一
四
頁
～
一
一
五
頁

（
29
）　

米
地
文
夫
、
二
〇
一
〇
年
九
月
、「
啄
木
の
濱
薔
薇
に
始
ま
る
花
綵
を
辿
る
―

露
風
か
ら
賢
治
へ
、
そ
し
て
・
・
・
」『
国
際
啄
木
学
会
盛
岡
支
部
会
報
』
第

一
九
号
、
二
五
頁
～
三
一
頁

（
30
）　

三
木
露
風
、
一
九
一
七
年
、「
大
正
六
年
七
月
一
四
日
付
」
灰
野
庄
平
宛
書
簡

「
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
よ
り
」『
未
来
』
三
巻
八
号
、
八
月
九
日

（
31
）　
（
29
）
と
同
じ
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あ
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簡
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岩
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介
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